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2有権者が政治家に寄附を求めることは禁止されています　　 市議会だより

日

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

時間

10:00

10:00

15:30

10:00

10:00

10:00

会　　　議

本会議　

本会議　

議会運営委員会

常任委員会

常任委員会

常任委員会

備　　　考

議案説明

（議案調査）

議案質疑

総務建設委員会

文教厚生委員会

予算決算委員会

平成30年有田市議会６月定例会日程

月
定
例
会

月
定
例
会

月
定
例
会

666

～ 主 な 事 業 ～～ 主 な 事 業 ～

5,017万円を増額一般会計補正予算額

128億1,817万円補正後の予算総額

　ブロック塀改修事業……3,481万円
⑴ 保 育 所
保田保育所……正門付近　延長約　7m
　　　　　　　東側　　　延長約24m
　　　　　　　南側　　　延長約57m
宮原保育所……南側　　　延長約54m
古江見保育所…東側　　延長約25.9m
　　　　　　　南側　　　延長約30m
　　　　　　　北側ブロック1段撤去
　　　　　　　　　　　延長約33.6m
糸我保育所……西側　　　延長約33m

⑵ 小 学 校
箕島小学校…プール廻り
田鶴小学校…プール・グラウンド廻り
宮原小学校…プール廻り
糸我小学校…プール廻り
初島小学校…プール廻り
港小学校……プール・駐車場廻り

⑶ 中 学 校
箕島中学校…北側市道沿い・駐輪場沿い
保田中学校…プール廻り・南側市道沿い
文成中学校…プール廻り

こんなかべ、あぶないよ
防災科研研究員  子ども向けイラスト

「近づかない方が良い壁」の特徴が描かれたイラスト

日

21

22

23

24

25

26

27

28

29

曜

木

金

土

日

月

火

水

木

金

時間

10:00

10:00

10:00

会　　　議

議会運営委員会

本会議

本会議

備　　　考

（議案調査）

（議案調査）

一般質問

（議案調査）

（議案調査）

議案審議

平
成
30
年
６
月
定
例
会
は

６
月
11
日
か

ら
29
日
ま
で
の
19
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た



3 市議会だより　　政治家が病気見舞を出すことは禁止されています

初島小学校生
　　議会訪問

特集

【
感
想
】

ぎ
場
が
、
さ
い
ば
ん
を
す
る
所
に

そ

く
り
で
し
た
。
有
田
市
の

マ

ク
が
、中
心
に
あ
り
ま
し
た
。

中
心
に
マ
イ
ク
で
話
す
所
が
あ

た
け
ど
、
だ
れ
も
す
わ
ら
な
か

た
の
で
、
す
わ

た
ら
よ
か

た

か
な

と
思

て
い
ま
す
。

ぼ
く
た
ち
は
、
４
か
い
か
ら

５
か
い
に
い
き
ま
し
た
。

か
い
だ
ん
を
の
ぼ

て
い
く

と
な
ん
と
５
か
い
は
、
ゆ
か

が
赤
色
の
カ

ペ

ト
で
し

た
!!

こ
こ
は
有
田
市
を
も

と
よ
く
す
る

た
め
の
ぎ
場
で
す
。
ぼ
く
は
初
め
て

こ
こ
に
来
ま
し
た
。
ぼ
く
は
有
田
市

を
よ
く
す
る
た
め
の
会
ぎ
な
ん
て

や
さ
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ぎ
場
で
は
、
有
田
市
み
ん
の
た
め
に

ぎ
い
ん
さ
ん
が
話
し
合
い
を
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

（３年生）



4政治家は落成式、開店祝いの花輪を出すことは禁止されています　　 市議会だより

５
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で

神

奈
川
県
逗
子
市
「
防
災
」
と

静

岡
県
伊
東
市
の
「
防
災
」・「
水
産

業
の
６
次
産
業
」
袋
井
市
の

「
６
次
産
業
」
を
視
察
し
ま
し
た

「
防
災
に
つ
い
て
」
は

災
害

状
況
を
把
握
す
る
為
に

ド
ロ

ン
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
が

市
内
全
域
を
網
羅
す
る
事
が
重
要

で
あ
り
ま
す

ド
ロ

ン
の
活
用

を
強
く
要
望
し
ま
す

ま
た

逗

子
市
は

担
当
職
員
は

勤
務
中

常
に
作
業
服
を
着
用
し

防
災
意

識
の
高
さ
を
感
じ

ま
し
た

我
が
有

田
市
も

取
り
入

れ
る
べ
き
で
す

次
に
「
６
次

産
業
に
つ
い
て
」

我
が
有
田
市
は

み
か
ん
の
生
産
量

は
日
本
一

漁
業

で
は

太
刀
魚
の

漁
獲
高
が
日
本
一

で
す

水
産
業
に
お
い
て
は

月

１
回
第
３
土
曜
日
に
「
と
れ
ピ

チ
朝
市
」
が

箕
島
漁
港
で
開
催

し
て
い
ま
す
が

今
後
は

獲
り

た
て
の
新
鮮
な
魚
を
調
理
し
て

食
事
し
て
も
ら
え
る
様
な
レ
ス
ト

ラ
ン
を

漁
師
の
皆
様
方
の
手
で

商
う
な
ど

獲
る
だ
け
で
は
な

く

加
工
・
販
売
す
る
こ
と
で

皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
様
な

６
次
産
業
化
を
目
指
し
て
い
く
べ

き
と
思
い
ま
す

５
月
８
日
か
ら
10

日
ま
で

大
分
県
国

東
市
と

杵
築
市
を

訪
問
し
て
「
国
東
市

民
病
院
に
つ
い
て
」

杵
築
市
の
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
」
視
察
し
ま

し
た「

国
東
市
民
病
院

に
つ
い
て
」
は

籾
井
眞
二
院
長

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た

病
院

ト

プ
の
経
営
哲
学
と
し
て

住

民
に
寄
り
添
い

住
民
の
安
心
を

24
時
間
３
６
５
日
守
る
の
が
使
命

（
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ

愛
さ

れ
る
病
院
）
と
考
え
て
お
り

オ

ン
リ

ワ
ン
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る

と
の
事

市
民
病
院
と
し
て

経

営
状
況
は
有
田
市
と
大
き
く
変
わ

ら
な
い
が

病
院
改
革
や
改
築
な

ど
は
病
院
長
が
主
導
権
を
持

て

行
動
さ
れ

医
療
と
経
営
が
一
体

化
し
て
い

る
と
こ
ろ
が

有
田
市
と
大
き
く

違

て
い
る

杵
築
市
の
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
は

出
席
者

は
自
治
体
職
員
以
外
の
関
係
団
体

が
多
く

幅
広
い
人
材
が
集
ま

り

活
発
な
意
見

積
極
的
な
情

報
交
換
が
な
さ
れ

高
齢
者
個
人

で
な
く

全
世
代
型
の
包
括
支
援

を
地
域
と
と
も
に
考
え
ら
れ
て
い

ま
す

有
田
市
も

参
考
に
す
べ

き
で
す

【常任委員会行政視察報告】

総
務
建
設
委
員
会
委
員
長
　
宇
　
野
　
博
　
治

文
教
厚
生
委
員
会
委
員
長
　
堀
　
川
　
　
　
明



5 市議会だより　　政治家が選挙区内の方にお金や物などを贈ることは禁止されています

一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」一 般 質 問「市民の声を議会に！」

順位 氏　名 発　　言　　の　　要　　旨

一般質問通告一覧表
【 午　前 】 平成 30 年 6 月 26 日

1 福 永 広 次

１．道路行政を問う
⑴愛宕川端線の進捗状況について
⑵逢井地区アクセス道路の進捗状況について
⑶有田海南道路の進捗状況について

2 岡 田 行 弘

１．児童の福祉について
⑴市における児童虐待に、関する取り組みや支援体制について

２．学校教育について
⑴学校教育における女子生徒への健康支援
⑵いじめ防止対策について

３．働き方改革について
⑴働き方改革における市職員の課題は
⑵ICT利活用による働き方改革

3 辻 本 意 典
１．有田市人口減少対策について
⑴高齢者の健康増進施策

4 西 口 正 助

１．有田市立病院の経営改革、運営方針について（経営の効率化）
⑴地域医療構想を踏まえた病院のあり方
（2025年問題、地域包括ケアシステムの構築）
⑵新公立病院改革プランの進捗状況
（目標達成に向けての具体的取り組みについて）
⑶一般会計における病院事業への経費負担の考え方

２．地域防災計画・アクションプログラム計画の見直し…
⑴自主防災組織の強化
⑵地域防災リーダーの育成

6 中 谷 桂 三

１．箕川護岸崩壊対策について
⑴現状と今後

２．箕島駅前地区の防災対策について
⑴JR箕島駅乗降口を北側に新設して防災通路にしてはどうか

３．「第７期有田市介護保険事業計画及び老人福祉計画」について
⑴包括的支援事業の充実

【 午　後 】

5 一ノ瀬敦子
１．空き家推進事業について
⑴特定空き家等対策を問う

7 生 駒 三 雄
１．有田市の将来像について
⑴市町村合併について、市長の見解を伺う



6政治家が入学・卒業・出産などの祝儀を出すことは禁止されています　　 市議会だより

通
称
南
北
道
路
の
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て

予
備
設
計
に
基
づ
き
地
元
自
治

会
や
地
元
推
進
委
員
会
な
ど
と

協

議
し
な
が
ら
詳
細
設
計
を
行
い
た
い

箕
島
地
区
の
浸
水
対
策
と
し
て

施
工
時
に
管
路
を
埋
設
し
て
背
戸
川

の
水
を
ポ
ン
プ
ア

プ
し
て

有
田

川
へ
排
水
す
る
こ
と
を
提
言
す
る

逢
井
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

に
つ
い
て
は

防
災
の
観
点
か
ら
も

市
長
と
こ
の
道
路
の
重
要
性
を
何
回

も
話
を
し
た

周
辺
の
地
籍
調
査
も

完
了
し

測
量
の
予
算
も
計
上
さ
れ

た
が

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

地
元
自
治
会
と
協
議
の
上
４
つ

答 質提
言

質答 道
路
行
政
を
問
う

無会派 福永広次議員

の
ル

ト
案
を
作
成

事
業
費
や
利

便
性
等
を
比
較
検
討
し

詳
細
設
計

を
行
い
た
い

施
工
時
に
は

雨
水
対
策
に

つ
い
て
十
分
考
慮
さ
れ
た
い

上
・

下
水
道
管
の
布
設
の
考
え
は

下
水
道
管
は
検
討
い
た
し
た
い

上
水
道
管
は
布
設
を
考
え
て
い
ま
す

市
民
の
期
待
の
大
き
い
有
田
海

南
間
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

供
用
の

開
始
時
期
は

国
直
轄
事
業
な
の
で
完
成
日
の

決
定
は
も
う
少
し
先
に
な
る
と
思
う

１
日
で
も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
予

算
増
額
の
要
望
を
強
め
て
参
り
た
い

答 再
質

答質

バイパス橋脚工事

市
の
児
童
虐
待
に

関
す
る
取

り
組
み
や
支
援
体
制
は

学
校
や
保
育
所

児
童
相
談
所

警
察

主
任
児
童
委
員
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協

議
会
を
設
置
し

子
ど
も
に
関
す
る

情
報
や
認
識
を
共
有
し

必
要
に
応

じ
家
庭
訪
問
を
行
う
な
ど

状
況
の

把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す

赤
ち

ん
訪
問
や
乳
幼
児
検
診

子
育
て
支

援
セ
ン
タ

な
ど
で
の
育
児
相
談
や

就
学
前
の
子
育
て
世
帯
を
孤
立
さ
せ

る
事
の
な
い
よ
う

家
庭
訪
問
支
援

員
が
訪
問
し

子
育
て
世
帯
と
の
関

係
構
築
に
も
努
め
て
い
ま
す

質答

公明党 岡田行弘議員

学
校
教
育

月
経
痛
を
我
慢
し
て
い
る
生
徒

が
多
く

そ
の
ま
ま
放
置
し
成
人
に

な

た
時
に
子
宮
内
膜
症
を
発
症

不
妊
や
子
宮
摘
出
に
至
る
事
例
も
あ

り
ま
す

女
子
生
徒
へ
の
健
康
支
援

は
各
学
校
で
は

女
子
生
徒
が
月

経
痛
な
ど

体
調
が
悪
い
時
は

保

健
室
で
休
ま
せ
る
な
ど

適
切
な
対

応
を
し
て
お
り
ま
す

校
医
と
し

て

婦
人
科
の
医
師
も
お
り
ま
す
の

で

担
任
や
養
護
教
諭
の
他

専
門

的
な
相
談
を
受
け
る
事
が
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す

他
　
行
政
の
働
き
方
改
革

質答

児
童
虐
待
対
策
他

虐待かな？と思ったら
すぐに連絡してください
ちょっとしたサインを見逃さないで!

あなたの勇気が子どもと子育て家庭を守ります。
通告した人が特定されないなど、

情報は守られます。

子どもの様子

◆不自然な傷や打撲の
　あと。

◆表情が乏しい。
◆おどおどしている。

◆親を避けようとする。

◆着衣や髪の毛がいつも
　汚れている。

◆落ち着きがなく、
　乱暴になる。

◆夜遅くまで一人で
　遊んでいる。

親の様子

◆子どもへの態度や
　言葉が否定的。
◆子どもをいつも
　叩いている。
◆子どもがなつか
　ない。
◆子どものけがや
　傷あとについての
　説明が不自然。

しつけが
うまくいかず
子どもを

強く叱ってしまう

子どもに
落ち着きが
ない

乱暴・
わがままで
困る

食事に
好き嫌いが

きょうだい
げんかをして
困る 子育ての

手助け
がほしい

ひとり親家庭で
働きながらの
子育てに
負担を感じる

子育てに
悩んでいませんか？

子育てに
悩んでいませんか？

子育てに
悩んでいませんか？



7 市議会だより　　政治家が町内会の行事や催物に寸志や飲食物を差し入れることは禁止されています

健
康
寿
命
の
延
伸
の
た
め

い

き
い
き
百
歳
体
操
な
ど
各
種
運
動
教

室
を
実
施
す
る
こ
と
は
大
変
良
い
こ

と
で
す
が

一
方

少
子
高
齢
化
の

歯
止
め
と
し
て

小
中
学
校
の
医
療

費
無
償
化
を
高
校
生
ま
で
範
囲
を
広

げ
る
こ
と
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下

さ
い高

校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化

は
地
域
ご
と
に
実
施
す
る
の
で
は
な

く

国

県
で
統
一
的
に
実
施
す
べ

き
と
考
え
て
お
り
ま
す

高
齢
者
施
策
と
し
て

80
歳
以

上
の
医
療
費
無
償
化
に
つ
い
て

ま

た

高
齢
者
が
寝
た
き
り
等
に
な
ら

ず

い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め

高

質答質 有
田
市
人
口
減
少
対
策

に
つ
い
て

至誠会 辻本意典議員

齢
者
ス
ポ

ツ
は
大
切
で
あ
り

そ

の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
重
要
だ
と

思
う
が

高
齢
者
ス
ポ

ツ
施
設
の

建
設
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
下
さ
い

高
齢
者
の
医
療
費
無
償
化
に
つ

い
て
は

市
の
負
担
増
加
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら

現
在
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん

ま
た

ス
ポ

ツ
施
設
に

つ
い
て
は

港
町
に
新
市
民
プ

ル

の
建
設
を
進
め
て
お
り

そ
の
周
辺

に
福
祉

医
療
等
も
考
慮
し
た
ス

ポ

ツ
環
境
を
整
え
る
プ
ロ
ジ

ク

ト
も
進
め
て
お
り
ま
す

答

地
域
防
災
計
画

ア
ク
シ

ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画
を
見
直
し

自
主

防
災
組
織
の
強
化
及
び
地
域
防
災

リ

ダ

の
育
成
に
つ
い
て

お
伺

い
い
た
し
ま
す

防
災
の
基
本
は
自
助

共
助

公

助
こ
れ
ら
が
上
手
く
連
携
を
保
つ
こ

と
で
防
災
対
策
は
効
果
を
発
揮
す

る
防
災
対
策
の
基
本
は
「
自
分
の
身

の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
被
害
を

「
最
小
限
」
に
抑
え
る
た
め
に
は

地
域
住
民
が
自
ら
備
え
地
域
住
民
同

士
が
支
え
合
い

連
携
し

地
域
に

お
け
る
防
災
力
で
災
害
に
対
応
し
て

い
く

大
規
模
地
震
が
発
生
し

そ

質

市民クラブ 西口正助議員

の
直
後
に
地
域
の
命
や
財
産
を
守
れ

る
の
は
行
政
に
よ
る
活
動
よ
り
も
地

域
の
連
携
に
よ
る
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
地
域
の
人
た
ち
で
す

地
域
防
災
計
画
や
行
動
計
画
で
あ

る

ア
ク
シ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
も
う
一
度
地

域
住
民
と
共
に
作
り
上
げ

絶
え
ず

見
直
し
を
す
る
こ
と
が
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
な
る

自
主
防
災
組
織
と
連
携
を
図
り

な
が
ら

地
域
の
方
々
が
自
発
的
に

行
動
で
き
る
ま
で
に
地
域
防
災
力
の

底
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す

答

地
域
防
災
計
画
に

つ
い
て
 他

河北地区津波時避難拠点地

15,000

25,000

35,000

45,000

5,000

0
（人） （人）

10,000

20,000

30,000

40,000

1.5

2.5

0.5

0.0

1.0

2.0

0～14歳（年少人口） 15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（老年人口） 高齢者1人を現役世代
何人で支えるか

20
10
年

20
15
年

20
20
年

20
25
年

20
30
年

20
35
年

20
40
年

20
45
年

20
50
年

20
55
年

20
60
年

2.2

30,596

8,256

18,251

4,089

1.8

28,916

9,066

16,419

3,431

1.6

27,273

9,274

15,139

2,859

1.6

25,525

9,041

14,027

2,458

1.5

23,762

8,803

12,817

2,142

1.4

21,993

8,499

11,566

1.2
20,235
8,316

10,150

1.2

18,516
7,738

9,186

1.2

16,866
7,092

8,377

1.2

15,263
6,454

7,611

1.2

13,738
5,890

6,814
1,928 1,769 1,592 1,396 1,199 1,0341,928 1,769 1,592 1,396 1,199 1,034

有田市の将来人口推計



8政治家が運動会やスポーツ大会に差し入れをすることは禁止されています　　 市議会だより

廃
業
さ
れ
た
旅
館
の
撤
去
に
つ

い
て

国
の
補
助
事
業
に
該
当
し
て

い
る

空
き
家
再
生
等
推
進
事
業
・

除
却
事
業
タ
イ
プ
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
？

助
成
費
用
に
つ
い
て
は

工
事
費

用
全
額
の
内
訳
で

国
が
５
分
の
２

を
負
担

有
田
市
が
５
分
の
２
を
負

担

所
有
者
が
５
分
の
１
を
負
担
と

な
る

解
体
撤
去
工
事
後
は

地
域

活
性
化
の
為
に

公
共
の
跡
地
と
な

り

公
園
や
災
害
時
避
難
物
資
の
保

管
場
所
な
ど
に
活
用
す
る

条
件
と
し
て

所
有
者
は
土
地
・

建
物
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
に
あ

る 質 空
き
家
推
進
事
業
に

つ
い
て

無会派 一ノ瀬敦子議員

検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま
す

市
長
は

廃
業
施
設
が
老
朽
化

に
よ
る
危
険
性
を
含
ん
だ
建
築
物
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
？

は
い

認
識
し
て
い
ま
す

今
の
段
階
で
は

除
却
事
業
を
行

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

外
壁
の
倒
壊
な
ど

危
険
性

を
は
ら
ん
で
い
る
状
況
を
見
過
ご
し

て
い
る
有
田
市
に

多
少
な
り
瑕
疵

が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

現
実
性

の
あ
る
対
策
の
１
つ
と
し
て

有
田

市
空
家
対
策
計
画
に
も
記
載
が
あ

る

国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

答提
言

質答

⑴
箕
島
駅
前
地
区
の
防
災
対
策

紀
伊
田
辺
駅
が

南
海
地
震
時

に

約
三
百
人
が
津
波
避
難
出
来

る

駅
ビ
ル
の
予
定
で
す

箕
島
駅

前
地
区
の
皆
様

津
波
発
生
時
に

犠
牲
を
出
さ
ず

一
人
で
も
多
く
助

か
る
為
に
は

箕
島
駅
乗
降
口
を
北

側
に
新
設
し
て
防
災
通
路
や
避
難
ビ

ル
を
兼
ね
た

箕
島
駅
舎
改
築
す
べ

き
と
思
い
ま
す

私
か
ら

箕
島
地

区
連
合
会
の
皆
様
に
お
伝
え
し
ま

す

有
田
市
の
防
災
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て

望
月
市
長
に
答
弁

を
お
願
い
致
し
ま
す

市
の
防
災
・
減
災
対
策
の
基
本

方
針
は

市
民
の
生
命
及
び
財
産
を

質答

至誠会 中谷桂三議員

守
り

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ

と

そ
し
て

自
助
・
共
助
・
公
助

が
連
携
し
て

地
域
全
体
で
防
災
力

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

行
政
と

地
域
住
民
が
一
体
感
を
持

て

災

害
に
対
処
し

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す

有
田
市
内
全
域
で

避
難
路

の
確
保
・
避
難
場
所
・
避
難
施
設
・

備
蓄
貯
蔵
等
が

万
全
な
体
制
で
は

あ
り
ま
せ
ん

い
つ
来
て
も

お
か

し
く
な
い
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
」
に
対
し

防
災
対
策
が
完
備
出

来
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

要
望

箕
川
護
岸
崩
壊
対
策
に

つ
い
て
 他

箕島駅前大雨時冠水地域



9 市議会だより　　政治家はお祭りに寄附や差し入れをすることは禁止されています

以
前
の
一
般
質
問
に
お
い
て

人
口
減
少
に
対
し
当
局
が
申
さ
れ
た

地
道
な
対
策
の
成
果
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い将

来
人
口
の
展
望
を
示
し
た
有

田
市
長
期
人
口
ビ
ジ

ン
及
び
有
田

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
の
策
定
か
ら
２
年
半

よ
う
や

く
芽
が
出
始
め
た
と
感
じ
て
い
る

市
立
病
院
の
分
娩
再
開

子
育
て
世

代
活
動
支
援
セ
ン
タ

の
開
設

校

舎
の
環
境
整
備

避
難
拠
点
施
設

市
民
会
館
及
び
図
書
館
の
完
成

原

産
地
呼
称
制
度

ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
産
業
振
興

５
つ
星
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
よ
る
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ

質答 有
田
市
の
将
来
像
に

つ
い
て

有田会 生駒三雄議員

等
着
実
に
進
め
て
い
る

市
町
村
合
併
も
視
野
に
入
れ
た

お
考
え
を
お
持
ち
な
の
か
？

直
ち
に
合
併
を
急
ぐ
環
境
に
は

な
い
と
考
え
ま
す

市
町
村
合
併
の

議
論
が
具
体
化
さ
れ
る
時
の
為
に

有
田
市
が
持
続
可
能
で
強
い
ま
ち
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る

市
長
に
は

未
来
の
為
に

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
を
真
剣
に
見

極
め
行
動
す
る
責
任
が
あ
る

未
来

の
為
に
今
が
あ
る
！
自
身
の
胸
に
刻

み
込
み
市
の
リ

ダ

と
し
て
の
本

分
を
全
う
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し
ま

す ま
と
め

質答

有田市役所庁舎

一般質問の全文については、
有田市ホームページ市議会を
クリックしてご覧ください。
議場内での一言一句までご覧いただけます！

会議録は下記の場所でもご覧になれます。

＊市立図書館
＊公民館
＊市役所4F 情報公開コーナー

閲覧場所



議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第34号

議案第35号

議案第36号

議案第37号

議案第38号

議案第39号

議案第40号

報 第 1 号

－－－－－－－－－

－－－－－－－－－

専決処分の承認を求めることについて
（有田市税条例等の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて
（有田市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて
（平成29年度有田市一般会計補正予算（第12号））

有田市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例

平成30年度有田市一般会計補正予算（第１号）

平成30年度有田市漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

教育委員会の委員の任命について

初島財産区管理委員の選任について

初島財産区管理委員の選任について

有田市税条例の一部を改正する条例

平成30年度有田市一般会計補正予算（第２号）

平成29年度有田市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告に
ついて

議員派遣の件について

各委員会の閉会中の継続審査及び調査について

30.6.29

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

30.6.11

30.6.29

〃

承認

承認

承認

可決

可決

可決

同意

同意

同意

可決

可決

報告

可決

－－－

議案番号 件             名 議　決
年月日 可否

10政治家本人が参列する場合を除き、葬式の香典等を出すことは禁止されています　　 市議会だより

まちを好きになるアプリ

『マチイロ』で
「ありだ市議会だより」を
　　　　　ご覧いただけます。
☆アプリは無料ですが、アプリのダウンロードや情報の受信には、通信料が発生する場合がありますのでご注意ください。

平成30年6月定例会審議結果表平成30年6月定例会審議結果表



議会だよりアンケート調査

問１．議会だよりの全体的評価をお聞かせください。

　１　大変良い　　２　良い　　３　普通

　４　もう少し努力が必要　　５　まだまだ努力が必要

問２．傍聴に来られたことがありますか。

　１　ある　　２　ない　　３　興味なし

問３．議会だより（一般質問）の掲載文字数について。

　１　多い　　２　普通　　３　少ない

問４．今回のページで良かったもの、議会だよりに関して

　何でも結構ですので、ご意見やご感想をお聞かせください。

キ　リ　ト　リ　線　 ✂

キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
線
　

よりよい議会にむけて
～アンケートのお願い～
よりよい議会にむけて
～アンケートのお願い～

有田市議会では、市民の皆様に議会活動を
知っていただくため「議会だより」を発行し
ています。引き続き議会だよりを充実してい
くため、ご意見を伺いたくアンケートを実施
します。ご協力をお願いいたします。
○または記述でご回答いただき、送り先ま

で郵便はがきにてお送りください。

■締め切り／9月20日（木）

有田市域の主な道路整備
○国道42号有田海南道路
・用地取得を推進し、現在約80％取得済み
»今年度は、有田川右岸の橋台工事やトンネル（海南市梅田～冷水）に着手予定

有田海南道路有田市域完成イメージ図



議会広報編集委員会／委員長：一ノ瀬敦子
副委員長：中谷桂三、委員：浜口元司・児嶋清秋

議会だよりは、第59号よりＱ＆Ａ方
式によるアンケート調査を実施していま
す。今回の第62号は、４回目の調査にな
ります。
返信の件数は、徐々に増えつつありま
す。なかには手きびしいご意見もありま
すが、叱咤激励ととらえ糧にし紙面作り
を工夫しながらより良い議会だよりを
市民の皆さまにお届けしたいと思います。

（児嶋）

発行／有田市議会
編集／議会広報編集委員会

〒649-0392
和歌山県有田市箕島50
TEL  0737-83-2443
FAX  0737-83-5524
E-mail  gikai@city.arida.lg.jp

皆様の議会傍聴をお待ちしています 
18歳選挙権が施行されました。
政治の場として、一番身近な市議会を傍聴に来ませんか。
次回は、9月に開会予定です。詳しくは、議会事務局にお問い合わせください。

郵　便　は　が　き

料金受取人払郵便
箕島郵便局
承　　　認

306

6 4 9 0 3 9 0

差出有効期間
平成30年９月
30日まで有効

◎議会だよりに関するアンケート調査
（受取人）

有田市役所　議会事務局　行
箕島郵便局私書箱第８号

【アンケート調査】※記入をお願いします。（答えられる範囲でOKです）

①　年齢

②　性別

③　お住まいの地区

④　職業

キ　リ　ト　リ　線　 ✂

キ
　
リ
　
ト
　
リ
　
線
　

立神社夏祭り立神社夏祭り
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